
教室の換気について 

 

（１）「密閉」の回避（換気の徹底） 

換気は、気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30 分に１回以上、数分間程度、窓を

全開する）、２方向の窓を同時に開けて行うようにしてください。 

授業中は必ずしも窓を広く開ける必要はありませんが、気候、天候や教室の配置などにより換

気の程度が異なることから、以下を参考にしてください。 

 

①常時換気の方法 

気候上可能な限り、常時換気に努めます。廊下側と窓側を対角に開けることにより、効率的

に換気することができます。なお、窓を開ける幅は 10 ㎝から 20 ㎝程度を目安としますが、上

の小窓や廊下側の欄間を全開にするなどの工夫も考えられます。また、廊下の窓を開けること

も必要です。 

 

②常時換気が困難な場合 

常時換気が難しい場合は、こまめに（30 分に１回以上）数分間程度、窓を全開してください。 

 

③窓のない部屋 

常時入り口を開けておいたり、換気扇がある場合はそれを用いたりするなどして十分に換気

に努めてください。また、使用時は、人の密度が高くならないように配慮してください。 

 

④体育館のような広く天井の高い部屋 

換気は感染防止の観点から重要であり、広く天井の高い部屋であっても換気に努めるように

してください。 

 

⑤エアコンを使用している部屋 

換気機能のないエアコンは室内の空気を循環しているだけで、室内の空 気と外気の入れ替え

を行っていないことから、そうしたエアコンを使用する時においても換気は必要です。 

 

⑥室温低下による健康被害の防止 

換気により室温を保つことが困難な場面が生じることから、室温低下による健康被害が生じ

ないよう、場合によっては学生に暖かい服装を心がけるよう指導してください。その際、学校

内での保温・防寒目的の衣服の着用について柔軟に対応してください。 

また、室温が下がりすぎないよう、空き教室等の人のいない部屋の窓を開け、廊下を経由し

て、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のいる部屋に取り入れること（二段階換気）も、気温

変化を抑えるのに有効です。 

 

   以上、文部科学省『学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュ

アル～「学校の新しい生活様式」～（2022.4.1 Ver.8）』を参考にした。 


